
 ６月定例会における総務常任委員会の概要  

  

◆ ７月２日（火） 開会 午前１０時００分 

         （休憩 午前１０時４７分～１０時５４分） 

          閉会 午後 ０時０３分 

◆ ７月３日（水） 開会 午前１０時００分 

         （休憩 午前１１時０１分～１１時０８分） 

          閉会 午後 ０時３２分 

  

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第 94号 令和６年度山形県一般会計補正予算（第１号）中 所管分 

議第 96号 
山形県職員等の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議第 98号 山形県県税条例等の一部を改正する条例の設定について 

議第 99号 
山形県地方活力向上地域における県税の課税免除等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議第 100号 
山形県過疎地域の持続的発展の支援に関する県税課税免除条例の一部

を改正する条例の制定について 

議第 101号 住民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例の制定について 

議第 102号 
山形県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

議第 109号 パーソナルコンピュータの取得について 

議第 112号 

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所及び同社福

島第二原子力発電所の事故に基づき生じた損害賠償の和解のあっせん

の申立てについて 

議第 113号 
令和５年度山形県一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認につ

いて 

議第 114号 
山形県県税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承

認について 

 



（２）請  願 

番号 
受 理 

年月日 
件  名 提 出 者 

紹 介 

議 員 
採 決 

14 6.2.20 

ガザ地区での即時停

戦を求める意見書の

提出について 

寒河江市西根高畑71－２ 

市民連合やまがた 

代表 菊地 若奈 

齋藤、橋本、

松井、 

石川（正）、 

江口、梅津、

今野、青木、

石黒、 

髙橋（啓） 

撤回 

 

（３）報告事項 

総務部長 

・山形県行財政改革推進プラン2021に係る取組状況及び次期山形県行財政改革推

進プランの策定について 

・東北公益文科大学の公立化・機能強化に関する検討状況について 

みらい企画創造部長 

・第1回山形県屋内スケート施設整備検討会議の概要について 

・令和７年以降の羽田空港の国内線発着枠配分について 

 

（４）審査内容 

  議案の詳細について、担当課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と

所管事項に関する質問を行った。 

 

（５）採  決 

採決の結果、付託された11議案については、全員異議なく、いずれも原案の

とおり可決すべきものと決定した。 

 

（６）請願審査 

  請願 14号については、紹介議員を通して取り下げの申し出があり、これを承 

認すべきものと決定した。 

 

（７）主に議論された項目 

◇ 南陽市で発生した大規模林野火災の対応に係る関係機関との連携について。

また、地区住民への避難指示及び避難の状況について。 

◇ 昨年度実施した山形県屋内スケート施設基礎調査の内容について。また、競

技団体と連携した利用者確保の方策について。 

◇ 今年度の県職員採用試験の大学卒業程度への申込状況について。また、申込

者数が減少している中、優秀な人材の確保及び組織体制の維持に向けた取組み

について。 



◇ 本県移住者の年齢層などの属性や移住を決めた理由について。また、移住者

をさらに増やしていくためには、市町村と連携した取組みの強化が重要と考え

るがどうか。 

◇ 県の業務のＤＸ化の推進状況について。また、ウェブ会議システムやＡＩ会

議録作成システム等のデジタルツールの導入による業務削減等の効果につい

て。 

◇ 食品衛生法の改正により、漬物の製造・販売が許可制になったことによる県

内における漬物の流通への影響及び県の対応について。 

◇ 山形県地方活力向上地域における県税の課税免除等に関する条例に基づく

免除の実績と今後の対応について。 

◇ 精神疾患により長期に休んでいる県職員の状況について。また、職員の精神

疾患の問題を解決するには、発生した職場において原因をしっかりと分析する

必要があると考えるがどうか。 

◇ 県内のＡＥＤの設置状況や県民に対する周知方法について。また、緊急時に

おいて、誰もが速やかに使用できる設置に係る工夫について。 

◇ 県職員向けのリスキリングセミナーの実施状況について。また、セミナーを

通して得た知識を組織に還元していくため、リスキリングを戦略的に実施して

いく必要があると考えるがどうか。 


